
地域密着型介護老人福祉施設 サテライト百楽園 

第３回運営推進会議 

開催日時：平成 28 年 11 月 8 日（火） 16：00～16：40 

開催場所：サテライト百楽園会議室 

参加者 議題 

利用者                       1 名 

地域住民の代表者          1 名          

市（委託機関）                 1 名 

知見を有する者               1 名 

事業所                 4 名 

（1）園長挨拶 

（2）入居状況報告 

（3）２ユニット目稼働の現状報告 

（4）行事報告 

（5）パブリックスペース利用の周知について 

（6）その他 

会  議  録 

（1）園長挨拶 

 サテライト百楽園が開設してから半年が経過し、10 月には 2 ユニット目を稼働することができた。ひとえに皆

様のご支援の賜物と感謝している。本日も皆様からの貴重なご意見を頂戴し、地域の皆様、入居者並びにご

家族様からの期待に応えられる取り組みをしていきたいので、本日も宜しくお願いします。 

 

（2）入居状況報告（別紙参照） 

2 ユニット目は 10 月 1 日稼働し、約 3 週間かけて満床となる。その入居経路として、本体施設より 1 名、在宅

で生活されている方を含めた待機者より 7 名、市内介護施設より 2 名の方が入居している。 

また、先週東ユニットの利用者が１名ご逝去され、その後任については、明日、本体施設より入園となる。 

 

（3）２ユニット目稼働の現状報告 

 10 月 7 日の入居を皮切りに 10 名様をお迎えし、10 月 27 日、西、東ユニット 20 名の入居が完了している。 

 9 月 19 日から最初に稼働した西ユニットに入居されていた 4 名を東ユニットへ引っ越しして頂き、2 ユニット稼

働を想定した体制を整えてきた。5 月の開設当初の稼働時と比較すると、スタッフの混乱は少なく、スムーズに

順応できたと評価している。2 ユニット稼働に伴う職員の業務内容に関しては、今後も調整を図っていく。 

 今まで大きな怪我や事故に繋がる報告はないが、小さなミスが大きな事故へ繋がらない様、事故防止に取り

組んでいく。 

  

（4）行事報告（別紙参照） 

１１月２２日にインフルエンザ予防接種を予定している。 

 

（5）パブリックスペース利用の周知について（別紙参照） 

 パブリックスペース（公的空間）は地域の方との共有の場、交流する場として設置している。利用可能なスペ

ースとして、パブリックスペース、会議室、職員の休憩室がある。施設内の使用は無料で、事前に「施設利用申

込書」に必要事項を記載し、郵送、Fax、または直接持参して申請して頂きたい。利用方法及び周知のご案内

については、現時点では町会の会報に掲載する事を考えている。 

 「施設利用申込書」は、地域の方の公的空間利用に関するニーズを把握する情報の一つとして集約したいと

考えている。 

 

（6）その他 

【利用者】  「9 月に実施された敬老のお祝いの感想として、大変結構でした。」  

【民生委員】 「地域密着型」の言葉の意味と本体施設入居対象者の違いはどのようなものがあるのか教えて



頂きたい。 

【施設職員】  「地域密着型特養」は市内在住の方のみの入所が可能で、入所定員 30 名未満の施設を指す。 

市外近郊から入所申込された方については、入所後、住所を市内に移して頂いている。 

【民生委員】 会議室等の公的空間の利用については施設近郊町会のみとなっているのだろうか。 

【園長】    公的空間利用のご案内は、施設近郊町会にも実施していくが、ご希望があれば遠くの地区からで 

も利用は可能である。しかし、遠くへお住まいの方への案内は難しい状況であることから、広報誌

を発行している施設近郊地区の方が啓蒙しやすいと考えている。 

【民生委員】 会議室の利用について、例えば、毎月第一月曜日など、定期的な利用は可能か。 

【施設職員】 事前に申し込み頂ければ定期的な利用も可能であり、希望が重複した際には、代替え案として

本体施設の会議室を提示すると共に調整が必要になる。公的空間の備品や特徴はご案内でも

周知していく為、個展の実施等、他施設では実施していないニーズにも対応していきたい。 

【有識者】  広報誌の中にユニットケアとは施設においても自宅での生活を継続できる様にする為の仕組み作

りであると記載されている。利用者の方が自宅で過ごしてきた時と心理的に変わりなく生活できて

いるかどうかを施設的に感じられるものがあれば教えて頂きたい。 

次に公的空間の利用方法について、施設は場所というハード面を提供しているが、これから求め

られる事は施設側で持っているノウハウ等のソフト面を大いに地域に浸透させていかなければな

らないと考える。何かその取り組みについて考えている事があれば教えて頂きたい。 

【施設職員】 例えば、本体施設から入居された方で、日々の生活状況から総合的に見て、現在は精神的に落

ち着いて生活されている。本体施設は大勢で賑やかな雰囲気もあるが、サテライトへ入居される

事で良いケアが実施されていると判断している。サテライト百楽園での社会性を。まだまだこれか

ら築き上げようとしている段階である為、半年で評価していく事は難しい面がある。今は開設して

半年だが、今後何らかの形で施設の自己評価と他者評価や職員に対しての評価も実施し、次へ

繋げていきたいと考えている。 

【民生委員】 現在、19 名在籍しているが、全員の家族は面会にきているのか。 

【施設職員】 頻度について個人差はあるが、面会に来られている。 

【園長】    法人の理念でもある地域に必要とされる施設になっていかなければならないと考えている。現

在、百楽園同一敷地内の 3 事業所が共同して、地域貢献に取り組む為に、地域のニーズの把握

に努めている段階である。今までは「待ち」の姿勢があったが、今後、事業者として公益的な取り

組みを更に積極的に行っていく予定である。 

【市（委託機関）】 新聞で特養の待機者が減ってきている記事があったが、待機者の実態を教えて頂きたい。 

【施設職員】   現在、本体施設及び地域密着型施設合わせた待機者は約 330 名である。特養の入所要件の

一つに原則介護度 3 以上とあるが、介護度 1、介護度 2 の方も申し込みは可能である。申し

込みされている方の動向調査の中で、まだ在宅での介護や他施設や病院でのリハビリを希

望されている方も多く、今すぐに入所したいという有効待機者は全体の 1/3～1/2 程度と推測

している。 

【有識者】     介護度 3 以上と決められた事で、待機者が減ってきたというよりも、減らされたと言えるのでは 

ないか。待機者の入所調整については慎重に行って欲しいと考える。 

【施設職員】   以前は自立の方も 5 年後、10 年後を見据えて保険的に申し込みをされており、1,200 名を超え

る待機者がいた。入所基準改正直後、全員に再度入所申込書を郵送し、再提出して頂いた

経緯がある。 

百楽園の入退所については、昨年度は 31 件でその内 29 名の方が死亡退所の為、待機者の

方へ入所時期を正確にお伝えできない現状である。特養も含め、介護施設が増えてきている

昨今、待機者の確保も厳しくなっている。 

【民生委員】    特養は原則介護度 3 以上と言われているが、利用料金が安くなった訳ではないのか。特養以 



外の他の介護施設と比較して料金はどうなっているのか。 

【施設職員】   利用料金はその方の年収によって違いがあり、サテライト百楽園は月約 6 万円から約 14 万円

の利用料金である。但し、当園における支払い方法として受領委任払いを適用しており、高額

介護サービスで返還される分を差し引いた金額を提示している。 

【市（委託機関）】前回も話題に上がったが、最近日が落ちるのが早くなったことや、夕方から家族が面会に来

られている姿も見ていることから、玄関の照明が落ちるのが早く感じるが、玄関の照明を落と

す時間が決まっているのか。 

【施設職員】   誰も来園されていない時は消している。日によって差があると感じているが、今後検討する。 

 

＜次回の運営推進会議＞ 

平成２９年１月２０日（金）１６時開催予定 

 

 



サテライト百楽園からのご案内 

                                                      

 

 

 

 

社会福祉法人函館厚生院 

地域密着型介護老人福祉施設 

サテライト百楽園 

                           

 お陰さまをもちまして、サテライト百楽園は今年５月にオープンしました。 

 サテライト百楽園は、地域の皆様ならびにご家族の皆様との結びつきを大切に運営し

たいと考えております。 

 施設には、公的空間（パブリックスペース）及び会議室を備えており、地域の皆様の

活動の場や交流の場としてお気軽にご利用いただけます。 

 ご利用ご希望の方は、下記までお問い合わせください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご利用に関して＞   

①ご利用の手続きは、事前に「施設利用申込書」に必要事項を記載し、郵送・Fax または直接持参して 

頂くようお願いします。 

②施設内の使用について、費用はかかりません。 

 
利用可能なエリア 備品・環境等の特徴 

（１） パブリックスペース 

ミニコンサート、絵画、手芸等のギャラリーとしていかがですか？ 

地域の方々の交流の場としてご利用ください。 

＊カップ式の自動販売機設置 

（２） 会議室（テーブル席３０名） 

スクリーン、プロジェクター設備あり。 

会議、講演会、勉強会の他、サークル活動の場としていかがですか？ 

＊エアコン完備 

（１）パブリックスペース 

（２）会議室 お問合せ 

函館市高丘町 3 番 1 号 

地域密着型介護老人福祉施設 

サテライト百楽園 

支援相談員 工藤 

電 話  (0138）57-7418  

ＦＡＸ (0138）57-7598 


